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６
月
３
日
か
ら
第
２
回
区
議
会
定
例
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
（
６
月
21
日
閉
会
予
定
）

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
和
氣
み
き
、
小
池
め
ぐ
み

両
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
部
を
お
伝
え

し
ま
す
。
（
質
問
全
文
は
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

和
氣
議
員
は
、
生
活
保
護
に
つ
い
て
質
問
。

群
馬
県
桐
生
市
で
生
活
保
護
受
給
者
に
保
護
費
を
全

額
支
給
せ
ず
、
１
日
１
０
０
０
円
ず
つ
の
分
割
支
給
を

行
っ
た
り
、
本
人
に
同
意
な
く
印
鑑
を
使
用
し
た
事
実

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
基
本
的
人
権
を
踏
み
に
じ

る
行
為
で
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

和
氣
議
員
は
、
区
が
、
扶
養
照
会
を
拒
む
申
請
者
の

意
思
の
尊
重
、
生
活
保
護
制
度
の
周
知
ポ
ス
タ
ー
作
成

（
裏
面
参
照
）
な
ど
、
生
活
保
護
行
政
を
前
進
さ
せ
て

い
る
こ
と
を
評
価
し
つ
つ
、
水
際
作
戦
を
行
わ
な
い
た

め
の
職
員
へ
の
指
導
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。

区
は
「
職
員
が
相
談
者
の
声
に
丁
寧
に
耳
を
傾
け
、

一
緒
に
生
活
上
の
課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
指
導
に
努

め
て
い
る
。
生
活
保
護
が
必
要

な
申
請
者
は
受
給
に
つ
な
げ
て

い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

ま
た
、
熱
中
症
か
ら
命
を
守

る
た
め
に
、
受
給
者
に
対
す
る

エ
ア
コ
ン
設
置
の
有
無
や
使
用

状
況
に
つ
い
て
の
調
査
、
夏
季

加
算
に
つ
い
て
の
検
討
を
求
め

ま
し
た
。

区
は
、
夏
季
加
算
に
つ
い
て
、
東
京
都
が
光
熱
水
費

等
、
大
都
市
の
実
態
を
踏
ま
え
た
扶
助
費
の
算
定
を
国

に
要
請
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
動
向
を
見
据

え
、
必
要
な
支
援
を
続
け
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

小
池
議
員
は
、
住
民
参
加
の
取
組
と
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
質
問
。

岸
本
区
政
の
も
と
で
、
ま
ち

づ
く
り
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
、
気
候
危
機
対
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
対
話
の
場

が
持
た
れ
、
区
民
が
区
政
に
参

加
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

小
池
議
員
は
、
変
化
を
感
じ
て
い
る
区
民
の
声
を
紹

介
し
、
こ
れ
ま
で
の
住
民
参
加
の
取
組
が
も
た
ら
し
て

い
る
変
化
に
つ
い
て
、
区
長
の
認
識
を
問
い
ま
し
た
。

区
長
は
「
『
対
話
の
区
政
』
の
取
組
を
精
力
的
に
行
っ

て
き
た
が
、
単
に
区
と
区
民
が
意
見
交
換
を
す
る
こ
と

自
体
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
区
民
が
区
政

に
関
心
を
抱
き
、
区
政
に
意
見
を
述
べ
、
区
政
運
営
の

一
部
を
自
ら
が
担
う
と
い
う
『
区
政
参
画
』
、
さ
ら
に

は
区
政
を
区
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
も
の
と
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
『
住
民
自
治
』
の
実
現
こ
そ
が
究
極
の

目
標
に
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

「
残
り
半
分
の
任
期
の
中
で
花
を
咲
か
せ
、
沢
山
の
実

を
結
べ
る
よ
う
今
後
も
力
を
尽
く
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

生
活
保
護
世
帯
へ
の
夏
季
加
算

検
討
求
め
る

対
話
重
視
の
岸
本
区
政

「
住
民
自
治
」
の
実
現
め
ざ
し
て



生活保護を必要とする人が相談や申請をためらうことがないよう、杉並区は申請を促すポスター

を作成。区の施設等で貼りだしが始まっています。

日本共産党区議団も議会で要求し、今年の第１回定例会で区長は作成を

約束していました。

生活のお困りの方は、福祉事務所にご相談ください。

相談は、８：３０～１７：００(土日祝日を除く)で受け付けています。

●荻窪事務所（ウェルファーム杉並２階）
天沼３ー１９ー１６ ☎０３-３３９８-９１０４

●高井戸事務所
高井戸東３ー２６ー１０ ☎０３-３３３２-７２２１

●高円寺事務所
高円寺南２ー２４ー１８ ☎０３-５３０６-２６１１

※お住いの地域によって担当事務所が異なりますので、事前にご確認ください。

「広報すぎなみ」６/1号より

お困りごとは、ご連絡ください。くすやま美紀 ☎０８０－５５３１－８２３６

都政を変えよう！

６月１日、荻窪地域区民センターで「区政・都政報告
＆交流会」を開き、３１名が参加しました。

私は、岸本区長就任後の杉並区政の変化、区議会の動
向などについてお話ししました。

原田都議は、経済界ファーストの小池都政の問題点を
語るとともに、市民と野党の共闘候補として都知事選挙
に立候補を表明した蓮舫氏を押し上げるために、全力で
頑張る決意を述べました。

後は、都政を変えようと「ヘッドライト・テールラ
イト」「東京ラプソディ」の替え歌で盛り上がりました。


